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研究プロジェクトの名称 
中学校技術・家庭科技術分野における木質材料の製造を題材とした教材開

発 

研究プロジェクトの概要 

中学校技術・家庭科技術分野「A 材料と加工に関する技術」で扱われる木

質材料について、授業実践可能な製造法の研究を行った。 

 本研究では、平成 28 年 8 月 8 日に日本ノボパン工業株式会社堺工場を

見学し、パーティクルボードの製造工程の見学、ならびに製造方法に関す

る聞き取り調査を行った。また、円盤形の木質材料の製造を取り入れたカ

リキュラム開発を上越市内の中学校と連携して取り組み、平成 28 年 11 月

11 日に上越市立城北中学校において授業実践（研究授業）を行い、材料に

関する技術の評価と活用についての授業を提案することができた。パーテ

ィクルボードの製造条件について、圧締圧力やパーティクルボードの曲げ

強さとの関係について実験を行った。 

成 果 の 概 要 

１）パーティクルボードの製造条件 

製作物を円盤形とすることにより、道具を簡易化することができた。また、

原料として鉋屑と鋸屑を用いることで、木材小片（エレメント）と製品の

性質との関連について学習することが可能となった。圧締圧力やパーティ

クルボードの曲げ強さとの関係について実験を行った。 

その結果、クランプ法の場合圧締圧力が厚さや密度、曲げ強さに影響して

いることがわかった。また、中学校での授業実践においては、圧締圧力 

2.0MPa で製造し、その上で曲げ強さを上げる工夫として、木材小片の形

状の変更や、接着剤との混合方法の改善のほか、圧締圧力を高くするなど

の選択肢を提供するような展開が考えられる。 

２）PB 製造現場の工場見学を行い、製造方法等に関する情報収集 

工場見学は平成 28 年 8 月 8 日に実施し、パーティクルボードの製造方法

や原料、用途、販路、安全対策、製品開発など多方面にわたり聞き取り調

査を行った。 

３）授業実践について 

平成 28 年 11 月 11 日に、上越市立城北中学校において、中学校技術・家

庭科技術分野「A材料と加工に関する技術」としての授業実践を行った。 

材料に関する技術を取り上げる題材として、パーティクルボードの製造を

取り入れた授業を行った。 
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